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祝  辞

丸亀市長 新 井  哲 二

師走を迎え何かと心せわしい季節になりましたが、本 日「丸亀市民吹奏楽団第32回 定期演

奏会」が華やかに開催されますことを、心よりお慶び申し上げます。

丸亀市民吹奏楽団は、音楽をこよなく愛する市民の皆様が自発的に集まり、昭和58年 に結

成されて以来、より音楽性の高い吹奏楽を目指 して練習を重ねられ、さまざまな舞台で演奏

を披露されておられます。このように、楽団の皆様には、平素より吹奏楽の演奏を通 じて地

域文化の振興にご貢献いただくとともに、市が実施するさまざまな文化事業にご協力いただ

いていることに対 し、この場をお借 りして、厚 く感謝申し上げますとともに、深 く敬意を表

したいと存 じます。

心の豊かさが求められる今 日、わたしは、まちづ くりにおいても芸術文化はもっとも大切

なもののひとつであると認識してお り、今後 とも重要な行政課題として文化振興を図ってま

いりたいと考えております。

さて、聞くところによりますと、今回の演奏会は 2部構成になってお り、第 1部では皆様

にもおなじみの ドヴォルザーク作曲交響曲第 9番「新世界より」全楽章を演奏 していただけ

るようであります。また、第 2部では、ファンファーレやマーチなど、吹奏楽ならではの音

楽が披露されるようであります。吹奏楽の魅力を存分にお楽しみいただければ幸いです。

最後になりましたが、丸亀市民吹奏楽団のますますのご発展 と、楽団員の皆様ならびに本

日ご来場の皆様のご多幸、ご健勝を心よりご祈念申し上げまして、お祝いのごあいさつとい

たします。

ごあい さつ

丸亀市民吹奏楽団 会長 大:西  昌 平

本日はお忙しい中、私達丸亀市民吹奏楽団の第32回 定期演奏会においでいただき誠にあり

がとうございます。

今年は夏が長くて秋が短く一気に冬の到来となりました。皆様お元気でようこそいらっ

しゃいました。

丸亀市民吹奏楽団は、結成以来20年 を過ぎ、より音楽性の高い吹奏楽を目指して、毎週水

曜日と土曜日の夜練習を重ねています。

また、団独自の行事としては、中・高生の吹奏楽コンクールに向けてのクリニックを実

施、その他には丸亀市や各種団体が行う行事にも積極的に参加するなどして、多くの市民の

方々に親しまれ、愛されるように一生懸命頑張っています。

今回の演奏会も2部構成で、第 1部では交響楽では皆様よくご存知の、 ドヴォルザーク最

後の交響曲、「新世界より」の全楽章を吹奏楽にアレンジして、山時盾之常任指揮者により

演奏、第 2部では皆様がよくご存知の映画音楽を中心に色々なジャンルの楽しめる曲を特集

してお送りいたします。

団員一同、日ごろのご支援に感謝の意をこめて演奏いたしますので、どうぞ最後までご

ゆっくりとお楽しみください。

後になりましたが、丸亀市をはじめ、本日の演奏会のためにご支援ご協力をいただきまし

た方々に深く感謝いたしますと共に、今後とも変わらないご厚情を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。





Program

1

指揮 :山時 盾之

A.ドヴォルザーク作曲/H.ハ インズレー編曲

交響曲第9番 《新世界より》

I Adagio ' Allegro molto

I Largo

m Molto vivace

N Allegro con fuoco



Program

指揮 :中嶋 慎司

逢坂 賢司

Fanfare and March
真島俊夫作曲

人生のメリーゴーランド
久石 譲作曲/小島里美編曲

ニュー・シネマ・パラダイス
AoMorricone,E.Moricone作 曲/大島ミチル編曲

我が心のサンフランシスコ

DeCross,G.Cory作 曲/A.リ ー ド編曲

テキーラ
CeRio作曲/明光院正人編曲

ジャパニーズ・グラフイテイーX「時代劇絵巻」
星出尚志編曲



交響曲第9番 《新世界より》 A。 ドヴォルザーク作曲/H.ハインズレー編曲

1892年 9月 に、ニューヨークのナシヨナル音楽院の院長に就任するべ く渡米 した ド

ヴォルザーク (1841～ 1904)は、そこでの約 3年にわたる生活の中で、幾つかの傑作を

相次いで生み出していきました。その最初の作品が、この 《新世界より》と題された交

響曲であり、それは1893年 12月 16日 に、A.ザイドルの指揮するニューヨーク・フィル

ハーモニック協会の演奏会で初演され、予想以上の大成功を収めました。

〈第1楽章〉
アダージョで幕をあけ、変化に富んだ序奏に引き続き、雄大な自然の広がりを感じさ

せる第一主題と黒人霊歌のような感じの人間的なメロディが巧みに修飾され展開されて

ゆきます。誰の心の中にもある故郷への郷愁や子どもの頃の懐かしい自分自身、夕暮れ

時に陽が沈み周りの風景が変わりゆく様を想像させながら、最後はたたみかけるように

高揚して一気に興奮のまま終わります。

〈第2楽章〉
有名なラルゴで知られるこの楽章は、探るような静かな和音で始まり、耳をすまして

いると意表をついてイングリッシュホルンで「家路」の旋律が歌いはじめられます。の

ちにこの旋律以外にも幾つかの美しいメロディが登場し、ボヘミヤの自然を懐かしく想

う郷愁が切々と表されています。

〈第3楽章〉
三拍子の活発な曲です。リズミックで溌刺とした様子は婚礼の席でのインディアンの

視福の踊 りをイメージして作ったともいわれています。

〈第4楽章〉
この楽章は、終曲にふさわしい起伏の大きいダイナミックな曲です。力強く短い序奏

で始まり、途中これまでの各楽章のテーマが顔を出し、お互いにかけあいをしながら進

んで行 く様は、交響曲全体の統一感が表わされています。

最後に、 ドヴォルザーク自身はこの作品に次の言葉を残しています。「この曲はボヘ

ミヤヘの郷愁を歌った音楽であると同時にアメリカの息吹に触れることによってのみ生

まれた作品である。」
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